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テーマ・コンセプト

・コンセプト

感覚障害の症状を抑え、力の出力を再学習を促す。

・対象

上肢片麻痺患者

・リハビリの種類

セラピストと対面式



目的

・感覚・圧覚の認知能力の向上

・把持力の調節能力の向上

・感覚運動統合の促進

・上肢・手指の運動機能向上

・ADLの向上



方法

①同調TENSを麻痺側に付けてもらい、しびれが無くなるまで電

気信号を与える。

②米を手に取りボール状に握ってもらう。

③握ってもらいながら、感覚の変化を口頭で聞く。

④握り終わったおにぎりをセラピストが確認。





価格

同調TENS・・・30万
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